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　首都圏の学校を中心に多くの子どもたちを受け入れている越後田舎

体験。松代・松之山地域から始まり、今年で14年目を迎えたこの取

り組みは、今では、中里地域や六箇・吉田地区など市内各地に広がり、

交流人口増加の重要な事業となっています。この事業に修学旅行とし

て参加している八千代中学校は、今回で10年目となりました。八千

代中学校の３日間に密着しました。

　
越
後
田
舎
体
験
は
、
平
成
11
年
に
旧

東
頸
城
郡
の
６
町
村
（
旧
松
代
町
・
旧

松
之
山
町
・
旧
安
塚
町
・
旧
浦
川
原
村
・

旧
大
島
村
・
旧
牧
村
）
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
地
域
住
民
や
宿
泊
・
体
験
施
設
、

行
政
が
、
豊
か
な
自
然
を
体
験
型
観
光

に
生
か
し
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
体
験
や
食
体
験
、
農
家
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
「
民
泊
」
を
主
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
受
入
れ
団
体

数
は
、
平
成
19
年
７
月
の
中
越
沖
地
震

の
影
響
で
一
時
減
少
し
ま
し
た
が
、
翌

年
か
ら
は
２
市
（
十
日
町
・
上
越
市
）

全
体
で
年
間
50
組
以
上
の
団
体
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
ト
率
は
70
〜

80
％
で
、
一
度
訪
れ
た
団
体
か
ら
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
に
は
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
て
、
過
疎
地
域
自
立

活
性
化
優
良
事
例
「
総
理
大
臣
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
16
年
度
に
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
「
優
秀
賞
」、

18
年
度
に
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞

「
大
賞
」、
20
年
度
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
賞「
優
秀
賞
」を
受
賞
す
る
な
ど
数
々

の
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

越
後
田
舎
体
験
と
は

ありふれた自然は、大切な学び舎
や

です
■問合せ
　観光交流課観光企画係
　☎757-3100
　松代支所地域振興課
　☎597-2220

八千代中学校の２泊３日に密着しました
　５月23日㈬～25日㈮、千葉県八千代市立八千代中学校３年生の

98人と引率の先生11人が修学旅行で市内を訪れました。生徒たち

は３日間の日程の中、松代地域を中心に活動し、民泊農家での農村

生活体験、田植え体験や森の学校キョロロでの自然観察などを行い

ました。

　都会では決して味わうことのできない貴重な体験に、生徒たちは

大きく成長した様子でした。

１日目 ５月23日㈬ 田植え体験

　午前11時20分に松代地域に到着。昼食を食べた後、星峠集

落の棚田で地元の皆さんを講師として田植え体験を行いまし

た。丁寧に植える生徒がいたり、スピード重視で植える生徒が

いたりと、生徒それぞれの個性がでた田植え体験でした。

まずは田植えの方法を教わります

最後には充実した表情も見られました

泥の感触に思わず…

小学校
19％

中学校
60％

その他
11％

高校 10％

受入れ団体の構成
（平成11〜23年度平均）

越後田舎体験松代地域特集
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12年度11年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

受入団体数
リピート率

10組、1,008人の受け入
れから始まりました。

52組、5,028人を受け入れ、リピー
ト率も80％近くとなりました。

越後田舎体験の受け入れ推移（十日町市・上越市合算）

田舎の魅力を味わう

　
以
前
先

輩
か
ら
、

「�
今
年
も

八
千
代
中

学
校
の
孫

た

ち

が

や
っ
て
き

た
�
と
民
泊
農
家
の
人
か
ら
喜
ば

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
越
後

田
舎
体
験
を
ず
っ
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
10
年
目
と
い
う
こ
と

で
、
先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
修
学

旅
行
に
し
よ
う
と
、
民
泊
農
家
へ

の
贈
り
物
作
成
や
感
謝
の
会
で
の

発
表
の
練
習
な
ど
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
私
は
新
潟
市
の
生
ま
れ
で
す
が

農
作
業
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
民
泊
先
で
の
ス
イ
カ
の
苗

植
え
や
山
菜
採
り
が
と
て
も
楽
し

く
、
今
で
は
八
千
代
市
よ
り
松
代

地
域
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

八
千
代
中
学
校
生
徒
会
長

　
天
沼
優
香
さ
ん
（
中
学
３
年
生
）

松
代
地
域
が

　
好
き
に
な
り
ま
し
た



4市報とおかまち　平成24年6月10日号市報とおかまち　平成24年6月10日号5

特
　　
　

集

　午前中は、森の学校キョロロと美人林で自然観察学習やブナ林保護活動を行

いました。午後はいよいよ民泊です。民泊先の農家に着いたときはやや緊張し

ていましたが、農作業や山菜採りを教わるうちにすっかり打ち解けていました。

　いよいよ最終日。お世話になった民泊農家の人ともお別れです。奴奈

川小学校で開かれた感謝の会では、八千代中学校伝統のソーラン節や合

唱などが披露されました。最後のお別れではお互いに涙する場面も。

２日目 ５月24日㈭

広
が
る
田
舎
体
験

　
市
町
村
合
併
で
旧
東
頸
城
郡
は
上
越

市
と
十
日
町
市
に
分
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
上
越
市
で
は
日
本
海
沿
岸
地
域

ま
で
受
け
入
れ
が
拡
大
し
、
十
日
町
市

で
は
平
成
18
年
度
か
ら
十
日
町
地
域

で
、
23
年
度
か
ら
中
里
地
域
で
受
け
入

れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
１

月
に
は
初
め
て
冬
季
の
田
舎
体
験
を
受

け
入
れ
、
洋
風
か
ん
じ
き
を
履
い
て
の

雪
上
探
索
や
、
冬
季
の
内
職
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
、
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
魅
力
を
実
際
に
来
て
、

見
て
、触
れ
て
感
じ
取
っ
て
も
ら
い「
ま

た
来
た
い
」「
こ
う
い
っ
た
自
然
に
囲

ま
れ
た
中
で
生
活
が
し
て
み
た
い
」
と

い
う
人
が
増
え
、﹃
怒
涛
の
人
の
流
れ
﹄

が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　今年で越後田舎体験参加10

年目を迎えた八千代中学校。こ

れを記念して、田舎体験に携

わった卒業生と教職員が思いを

つづった文集を作りました。文

集は民泊を受け入れた過去10

年間全ての農家の皆さんに配ら

れました。

　集落で初めての民泊を

受け入れるときは、「何

をすれば良いのか、何

を食べさせれば良いの

か」と、不安や戸惑いが

ありました。実施してみ

ると当初の不安が的中し

ます。野菜などの好き嫌

いが多いですね。そうい

うときは自宅で栽培した

トマトを「少しでいいから」と食べさせてみるんです。する

と、「臭みが無いから食べられる。なぜ？」と疑問を持ちます。

それはお店で熟すように早く取ったものと、畑で熟したもの

の違い、と教えてあげます。田舎を持たない子どももいます

から、採れたてのものを食べる機会が無いのでしょう。帰っ

てから「今まで嫌いだったけど食べられるようになった」と

手紙をくれる子どももいてうれしかったです。 

　高齢者ばかりの集落に子どもの声が響くのはいいものです

ね。しかし受け入れるにあたっては、子どもたちを“お客様”

扱いはしません。ご飯のおかわりは自分でよそってこさせま

す。ときには叱ることもあります。来てもらったからには何

か学んで帰ってもらいたいですから。

　越後田舎体験は、交流

人口増加だけでなく、体

験学習で教えるために地

域のことを勉強したり、

普段関わりの無い地域同

士が情報交換を行うなど

の交流が生まれたりと、

多くのメリットをもたら

しました。

　もちろんこれだけでは

なく、１泊という短い時間で翌日の別れを涙で惜しむ、民泊

農家と子どもたちとの交流は最大の魅力といえるかもしれま

せん。

　越後田舎体験が始まって14年。受け入れる側の高齢化が

進んでいますので、新たに参加していただける農家があると

ありがたいです。外から見ると田舎体験が何をしているのか

分からないと思いますので、田舎体験はこんなにすばらしい

のだと伝える機会をつくっていかなければと考えています。

民泊受入れ農家

山岸公男さん（星峠・62歳）

越後田舎体験推進協議会事務局長

小林美佐子さん（上越市・51歳）

10年間の思い出を形に
越後田舎体験に携わる関係者の声

高齢者ばかりの集落に子どもの声が響くのはいいもの

民泊先のお父さんにウドの採り方を教わります

いよいよバスが出発。お互い見えなく
なるまで手を振っていました

迫力のソーラン節
民泊農家との別れを惜しみます

美人林で森林学習

初めてのトラクター

　今年で越後田舎体験参加10

年目を迎えた八千代中学校。こ

自然観察・体験学習、民泊先での農村生活体験

３日目 ５月25日㈮ 感謝の会

　
農
業
体
験
だ
け
な
ら
八
千
代

市
内
で
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
修
学
旅
行
で
は
「
民
泊
」
と

い
う
生
活
体
験
が
加
わ
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
人
と
寝
食
を
共
に

し
、
い
つ
も
の
学
校
生
活
や
家
庭

生
活
と
は
違
う
時
間
の
流
れ
を

体
験
し
、
い
け
な
い
こ
と
を
し
た

ら
叱
っ
て
も
ら
い
、
良
い
こ
と
を

し
た
ら
褒
め
て
い
た
だ
く
。
民
泊

先
で
は
私
た
ち
教
師
が
考
え
る

以
上
に
濃
密
な
時
間
が
流
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
れ

が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

最
も
大
切

八
千
代
中
学
校
長

岡
本
知
也
さ
ん
（
58
歳
）

別れを涙で惜しむほどの交流が最大の魅力

特
　　
　

集
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保
育
士

土
木
上
級

土
木
上
級
　
若
干
名

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係
に

配
置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も

の
。
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で

の
も
の
）

③
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
者
は
卒
業

見
込
証
明
書
）

④
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

　
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
作
文
・
適

性
検
査

●
試
験
科
目

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
新
卒
者
の
場

合
。
職
歴
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
特
例

で
減
額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

保
健
師

保
健
師
　
若
干
名

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
平
成
25
年
に
行
わ
れ
る
保
健
師

国
家
試
験
で
免
許
取
得
見
込
み
の
人

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係
に

配
置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
。

来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の
）

③
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
者
は
卒
業

見
込
証
明
書
）

④
保
健
師
免
許
の
写
し
（
取
得
見
込
み

者
を
除
く
）

④
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

　
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
作
文
・
適

性
検
査

●
試
験
科
目

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
新
卒
者
の
場

合
。
職
歴
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
特
例

で
減
額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

臨
床
心
理
士

臨
床
心
理
士
　
１
人

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
㈶
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認

定
協
会
認
定
の
臨
床
心
理
士
の
資
格
を

有
す
る
人

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係
に

配
置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

②
資
格
認
定
証
書
と
ID
カ
ー
ド
の
写
し

③
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

　
教
養
試
験
・
作
文
・
適
性
検
査

●
試
験
科
目

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
新
卒
者
の
場

合
。
職
歴
や
学
歴
免
許
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
特
例
で
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

　
平
成
25
年
４
月
開
設
予
定
の
十
日
町

市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
発

達
支
援
や
相
談
な
ど
心
理
的
援
助
に
関

す
る
専
門
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
職
務
内
容

保
育
士
　
若
干
名

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
両
方
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係
に

配
置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
。

来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の
）

③
保
育
士
登
録
証
の
写
し
、
ま
た
は
保

育
士
資
格
証
明
書
の
写
し
（
取
得
見

込
者
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
）

④
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
写
し
（
取
得
見

込
者
は
取
得
見
込
証
明
書
）

⑤
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

　
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
作
文
・
適

性
検
査

●
試
験
科
目

　
１
５
２
、
８
０
０
円
（
新
卒
者
の
場

合
。
職
歴
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
特
例

で
減
額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

全
職
種
共
通

　
平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
の
十
日
町
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。「
十
日
町
市
を
よ

り
良
い
ま
ち
に
し
た
い
」「
市
民
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
」。
そ
ん
な
熱
意
あ
る
皆

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
…
筆
記
試
験
】

　
期
日
＝
７
月
22
日
㈰

　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
隣
）

【
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験
】

　
期
日
＝
９
月
上
旬
予
定
（
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
１
次
試
験
合

格
者
に
直
接
通
知
）

●
試
験
方
法
・
日
程

●
採
用
日

　
平
成
25
年
４
月
１
日

　
６
月
11
日
㈪
〜
25
日
㈪
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
、
必
要
書
類

を
総
務
課
人
事
係
に
提
出
（
持
参
す
る

場
合
は
本
人
以
外
で
も
可
、
郵
送
可
※

６
月
25
日
㈪
ま
で
の
消
印
有
効
）

●
申
込
み

一
般
事
務
上
級

一
般
事
務
上
級
　
若
干
名

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を

卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係
に

配
置
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も

の
。
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で

の
も
の
）

③
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
者
は
卒
業

見
込
証
明
書
）

④
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

　
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
作
文
・
適

性
検
査

●
試
験
科
目

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
新
卒
者
の
場

合
。
職
歴
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
特
例

で
減
額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◇
一
般
事
務
上
級
　
　
◇
臨
床
心
理
士

◇
土
木
上
級
　
　
　
　
◇
保
育
士

◇
保
健
師

《
募
集
職
種
》

平成25年度採用の
十日町市職員を
募集します

〜求む！やる気と情熱あふれる若者よ〜

■問合せ：総務課人事係　☎757-9787
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注目①

注目②

「越後妻有里山現代美術館／キナーレ」として生まれ変わります

クリスチャン・ボルタンスキーさん（フランス）の作品が
１階の空間を演出します

　２階部分には、越後妻有の自然環境や風土などをテーマとし

た作品を展開するミュージアム「越後妻有里山現代美術館／キ

ナーレ」がオープンします。マッシモ・バルトリーニさん（イ

タリア）の設計による洗練された空間の中で、常設作品展示や

さまざま目的に使えるスペースを活用することで、いつでも新

しい魅力が感じられる施設となります。

　１階中央のイベント空間には、１回目の

芸術祭から参加している、世界的にも有名

な作家クリスチャン・ボルタンスキーさん

（フランス）の作品が展示されます。2011

年３月に発生した東日本大震災および長野

県北部地震の被災地を、作家自身が実際に

歩いた体験を通して再構築した作品です。

❖主要プロジェクト紹介①

　越後妻有交流館キナーレは、2003年に大地の芸術祭に合わせて建設されました。原広司さんの設計に

よる施設自体が空間的な魅力と集客力を持つことを目指した建物で、これまでさまざまなイベントなどの

場として活用され、にぎわいを生み出してきました。このたび、大地の芸術祭の新たな拠点としてリニュ

ーアルし、生まれ変わります。

▼問合せ
　観光交流課
　芸術祭企画係
　☎757-2637

越後妻有里山現代美術館／キナーレ

越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）
越後妻有アートトリエンナーレ2012

大地の芸術祭
注目③

注目④ 多彩な作品を展示します

レストラン＆カフェやグッズショップがオープンします
　２階の南側部分には、レストラン＆カフェが

オープンします。お昼はランチや軽食、夜は料

理に加えてお酒も扱い、新たなにぎわいをつく

ります。また、大地の芸術祭オリジナル商品を

扱うショップ（店舗）も併設され、通年で芸術

祭や里山を楽しむための拠点にふさわしい施設

の、重要な一部分としてリニューアルされます。

　※エフエムとおかまちも併設されます

　日本、そして世界で活躍して

いる９組の作品が展示されます。

かまぼこ型倉庫とトンネルをモ

チーフにした作品や、ふぶきや

信濃川をテーマにした作品など、

越後妻有の特色を表現した作品

群を見ることができます。

クワクボ リョウタ（日本）

カルロス・ガライコア（キューバ／スペ
イン）

カールステン・ヘラー（ベルギー）

ゲルダ・シュタイナー＆ヨルワ・レンツ
リンガー（スイス）

レアンドロ・エルリッヒ（アルゼンチン）

カールステン・ニコライ（ドイツ） エルムグリーン＆ドラッグセット（デン
マーク／ノルウェイ）

山本　浩二（日本）

photo by A.Shiral

モミュメンタ 2010（パリ グランパレ）での作品
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❖主要プロジェクト紹介② 商店街プロジェクト
　博物館からキナーレ、そして商店街へと作品を

流れに沿って展開し、まちなかのにぎわいを演出

します。会期中はもちろん、会期前にもさまざま

なワークショップを開催するので、ぜひ参加して

ください。ワークショップの情報は市報および市

ホームページで随時お知らせします。

Ⓐ杉浦久子＋杉浦友哉＋昭和女子大学杉浦ゼミ

「山ノウチ」

　商店街から入

った少し奥まっ

たところにある

神社。そこに見

えないものを感

じるかざぐるま

を設置します。

❶上西エリカ　「Growing memories」

　訪れた人たちが描いたピースを合わせ、日本地

図のジグゾーパズルを完成させます。

❷石原延啓　｢新・北越奇談　〜神話の再生〜｣

◆６月21日㈭・22日㈮　午後７時〜９時／本町分

庁舎

　自分の物語を作りながら｢上手、下手｣とは関係

なく絵の描いてみよう。作ったそれぞれの物語は

作品に｢新しい物語｣として使用されます。

　地元の人たち

とワークショッ

プなどを通じて

物語をつくりま

す。その絵本と

それを読むため

の場所が作品と

なります。

ワークショップ情報

❸武藤亜希子　｢思い出の庭　T＋S＋U＋M＋A＋R＋I｣

◆６月12日㈫・13日㈬・14日㈭　午後７時〜８時

30分／ふらっとステーション(本町２)

　カラフルな布とはぎ

れを合わせて、枝や葉

などのイメージに裁縫

工作をします。完成品

は、作品の一部として

飾られます。ふらっと

参加してください。

　思い出が残さ

れている布のは

ぎれで作った枝

などをつなぎ合

わせ、植物が成

長するように、

作品を変化させ

ます。

ワークショップ情報

❹眞田岳彦　「プレファブコートライス十日町（カ

ラムシ唐草柄・手振り柄）」

　越後妻有に古

来から伝わる、

衣・食・住にま

つわる文様を造

形作品化し、展

示します。

⑤原倫太郎＋原游「影祭」

　 廃 墟 の よ う

な、現代の洞窟

の よ う な 空 間

で、影を壁や床

に映し取り、踊

る影たちを生き

生きと行進させ

ます。

◆６月16日㈯・17日㈰・23日㈯・24日㈰・30日㈯・

７月１日㈰・８日㈰　午前10時〜午後３時／蕪

金板金倉庫（本町５）

　参加者の影やものを

倉庫の壁に映し取り、

夏祭り万華鏡のような

世界に作品を仕上げて

いきます。身近にある

お玉や野菜などを持っ

てご参加下さい！

ワークショップ情報

⑥野田智之　｢越後妻有 リサイクル・アート美術館｣

　地域の人々に

とって不用品と

なったものを集

め、アート作品

に仕上げます。

期間中も制作を

見ることができ

ます。

◆８月毎週土曜日／空き店舗(高田町１)

　作家が店舗に滞在制作して、地元の人からの不

要品ををもとに、一つひとつアート作品に仕上げ

ます。会期中も、夏休みの工作ワークショップを

開催します。

ワークショップ情報

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
作
品
に
使
用

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
の
提
供
を
募
集

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
募
集
品
／
作
家
名
「
作
品
名
」
／
展

示
場
所
／
作
品
概
要
）

◎
眠
っ
て
い
る
杖
約
３
０
０
本

河
口
龍
夫「
水
か
ら
誕
生
し
た
心
の
杖
」

／
越
後
田
沢
駅
／
人
の
手
足
と
な
っ
て

い
た
杖
を
展
示
し
、
人
の
生
命
を
表
し

ま
す

◎
草
履
（
で
き
れ
ば
わ
ら
草
履
）
１
０

　
０
足

マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
「
ブ
ラ
ン

コ
の
家
」
／
桐
山
集
落
の
空
家
／
２
０

０
足
の
金
箔
が
貼
ら
れ
た
草
履
が
天
井

か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の

よ
う
な
空
間
を
造
り
だ
し
ま
す

◎
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
２
点
・
円
形
の
ミ
ラ

ー
（
直
径
20
�
50
㎝
）
10
点
・
防
犯

ミ
ラ
ー
２
点
・
ラ
ン
プ
シ
�
ー
ド（
直

径
30
�
50
㎝
）
５
点
・
猿
の
は
く
製

１
点
・
動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
10
個

ゲ
ル
ダ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
＆
ヨ
ル
ク
・

レ
ン
ツ
リ
ン
ガ
ー
「
ゴ
ー
ス
ト
・
サ
テ

ラ
イ
ト
」
／
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術

館
／
妻
有
で
収
集
し
た
農
具
・
生
活
用

品
な
ど
を
材
料
の
一
部
と
し
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
空
間
を
生
み
出
し
ま
す

◎
は
た
織
機
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
を
で

き
る
だ
け
多
く

ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ
「
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
＃

6
」
／
越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館
／

は
た
織
機
の
部
品
に
光
を
当
て
、
影
で

妻
有
の
風
景
を
作
り
出
し
ま
す

　
提
供
で
き
る
場
合
は
、
観
光
交
流
課

芸
術
祭
企
画
係
（
☎
７
５
７
︱
２
６
３

７
）
ま
で

パ
ス
ポ
ー
ト
割
引
券
で
購
入
で
き

る
施
設
に
市
内
の
郵
便
局
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
！

　
市
報
５
月
25
日
号
に
折
り
込
ん

だ
割
引
券
で
十
日
町
市
・
津
南
町

住
民
の
パ
ス
ポ
ー
ト
代
金
が
割
り

引
き
に
な
り
ま
す
。
１
世
帯
で
１

度
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

購
入
時
は
家
族
全
員
分
（
中
学
生

以
下
無
料
）
を
、
ぜ
ひ
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

※
６
月
18
日
㈪
か
ら
の
販
売
と
な

り
ま
す

芸
術
祭
ま
め
情
報
②

作品制作にご協力ください　ただいま募集中！①

越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）
越後妻有アートトリエンナーレ2012

大地の芸術祭

117

昭和町通り

駅
通
り

コ
モ
通
り

●十日町商工会議所
十日町駅

元福対協

小川さん空き店舗

ふらっとステーション元ビデオ１

富剛
パーキング

蕪金板金倉庫

元イトー楽器

A

❺ ●十日町高校

●市役所

❷❸❹
❺

❶

❻
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放射線の測定値はすべて通常の範囲内でした
〜保育園、小・中学校などの放射線空間測定結果〜

■問合せ：防災安全課防災安全係　☎757-3197

　市では消雪に伴い、市内全保育園・幼稚園及び小・中学校、主な公園や屋外体育施設の放射線空間

測定を５月に実施しました。その結果、いずれの場所からも国の基準を超える値は測定されず、通常

の範囲内でした。また、汚泥や枯葉などの堆積物が濃縮され、昨年通常以上の数値を示した特定の地

点などについても測定しましたが、すべて国の基準以下でした。

測定場所 地表10㎝ 地上50㎝ 地上１ｍ

十日町小学校 0.084（0.116） 0.084（0.100） 0.082（0.098）

中条小学校 0.128（0.132） 0.122（0.130） 0.120（0.124）

東小学校 0.094（0.102） 0.092（0.094） 0.086（0.090）

飛渡第一小学校 0.100（0.110） 0.098（0.108） 0.096（0.098）

川治小学校 0.116（0.120） 0.110（0.110） 0.106（0.104）

吉田小学校 0.086（0.088） 0.082（0.088） 0.082（0.082）

鐙島小学校 0.092（0.094） 0.094（0.078） 0.082（0.076）

下条小学校 0.086（0.100） 0.090（0.094） 0.084（0.090）

水沢小学校 0.084（0.096） 0.080（0.086） 0.072（0.086）

馬場小学校 0.086（0.082） 0.084（0.082） 0.080（0.074）

西小学校 0.106（0.112） 0.106（0.108） 0.106（0.100）

千手小学校 0.104（0.108） 0.100（0.098） 0.100（0.090）

上野小学校 0.104（0.106） 0.096（0.098） 0.098（0.096）

橘小学校 0.108（0.104） 0.104（0.098） 0.100（0.098）

田沢小学校 0.078（0.108） 0.076（0.092） 0.078（0.082）

倉俣小学校 0.092（0.122） 0.084（0.108） 0.080（0.104）

貝野小学校 0.078（0.090） 0.076（0.080） 0.072（0.084）

松代小学校 0.088（0.086） 0.082（0.080） 0.080（0.084）

孟地小学校 0.068（0.070） 0.064（0.064） 0.060（0.062）

奴奈川小学校 0.104（0.122） 0.096（0.114） 0.094（0.114）

松之山小学校 0.066（0.084） 0.062（0.078） 0.064（0.074）

松里小学校 0.100（0.106） 0.100（0.098） 0.098（0.100）

浦田小学校 0.084（0.090） 0.080（0.080） 0.076（0.082）

測定場所 地表10㎝ 地上50㎝ 地上１ｍ

十日町中学校 0.092（0.098） 0.092（0.100） 0.090（0.088）

中条中学校 0.112（0.104） 0.110（0.098） 0.104（0.094）

南中学校 0.120（0.128） 0.108（0.114） 0.110（0.114）

吉田中学校 0.088（0.094） 0.086（0.086） 0.086（0.086）

下条中学校 0.086（0.100） 0.090（0.094） 0.084（0.090）

水沢中学校 0.092（0.098） 0.094（0.092） 0.088（0.090）

川西中学校 0.096（0.090） 0.088（0.082） 0.080（0.078）

中里中学校 0.110（0.122） 0.106（0.116） 0.100（0.114）

松代中学校 0.102（0.120） 0.094（0.114） 0.092（0.112）

松之山中学校 0.058（0.074） 0.058（0.072） 0.062（0.072）

測定場所 地表10㎝ 地上50㎝ 地上１ｍ

鐙島保育園 0.078（0.09） 0.074（0.08） 0.072（0.08）

高山保育園 0.086（0.10） 0.086（0.08） 0.080（0.07）

川治保育園 0.082（0.10） 0.084（0.09） 0.080（0.08）

西保育園 0.088（0.12） 0.086（0.10） 0.084（0.09）

北原保育園 0.104（0.13） 0.094（0.11） 0.092（0.09）

水沢保育園 0.092（0.10） 0.084（0.09） 0.080（0.08）

千手保育園 0.092（0.11） 0.092（0.10） 0.082（0.09）

上野保育園 0.094（0.10） 0.090（0.09） 0.086（0.09）

橘保育園 0.078（0.09） 0.078（0.07） 0.072（0.07）

中里なかよし保育園 0.120（0.12） 0.110（0.10） 0.104（0.10）

松代保育園 0.078（0.09） 0.078（0.09） 0.076（0.08）

松之山保育園 0.064（0.09） 0.062（0.09） 0.058（0.08）

十日町幼児園 0.094（0.10） 0.090（0.10） 0.088（0.09）

北越保育園 0.114（0.11） 0.104（0.10） 0.098（0.09）

大井田保育園 0.100（0.12） 0.096（0.11） 0.090（0.10）

山本愛泉保育園 0.086（0.10） 0.088（0.09） 0.088（0.09）

森の保育園 0.084（0.10） 0.082（0.09） 0.080（0.09）

いずみ保育園 0.100（0.11） 0.092（0.10） 0.086（0.08）

中条保育園 0.102（0.12） 0.098（0.11） 0.096（0.10）

慈光保育園 0.086（0.09） 0.082（0.08） 0.080（0.08）

むつみ保育園・むつみ幼稚園 0.072（0.10） 0.076（0.09） 0.074（0.07）

新座保育園 0.104（0.13） 0.094（0.10） 0.092（0.09）

吉田保育園 0.078（0.10） 0.070（0.09） 0.072（0.09）

水沢南部保育園 0.084（0.11） 0.080（0.09） 0.078（0.08）

白梅保育園 0.106（0.12） 0.098（0.10） 0.094（0.09）

愛宕幼稚園 0.098（0.13） 0.098（0.11） 0.092（0.10）

天使幼稚園 0.094（0.08） 0.090（0.08） 0.082（0.08）

〈保育園・幼稚園〉（カッコ内は23年７月の数値）（単位：μSv/h）※１時間当たりのマイクロシーベルト

〈小学校〉（カッコ内は23年７月の数値）

〈中学校〉（カッコ内は23年７月の数値）
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測定場所 地表10㎝ 地上50㎝ 地上１ｍ

十日町市総合公園 0.112（0.122） 0.108（0.112） 0.102（0.106）

十日町市緑道（水の広場） 0.084（0.100） 0.084（0.086） 0.082（0.080）

十日町駅東口公園 0.076（0.098） 0.078（0.108） 0.084（0.094）

明石公園 0.108（0.128） 0.108（0.120） 0.096（0.122）

泉町公園 0.092（0.102） 0.090（0.092） 0.080（0.088）

寿北公園 0.084（0.096） 0.080（0.098） 0.086（0.092）

住吉公園 0.096（0.112） 0.092（0.100） 0.084（0.098）

美雪公園 0.094（0.108） 0.092（0.106） 0.090（0.094）

宮本公園 0.100（0.106） 0.094（0.102） 0.088（0.098）

きもの広場 0.098（0.098） 0.096（0.094） 0.088（0.088）

旭ヶ丘児童遊園地 0.072（0.082） 0.072（0.082） 0.066（0.074）

下条中央公園（神明水辺公園） 0.074（0.098） 0.078（0.090） 0.072（0.084）

測定場所 地表10㎝ 地上50㎝ 地上１ｍ

陸上競技場 0.103（0.116） 0.090（0.118） 0.093（0.102）

笹山野球場 0.088（0.088） 0.092（0.076） 0.084（0.076）

総合公園テニスコート 0.088（0.078） 0.083（0.072） 0.075（0.064）

総合公園野球場 0.092（0.102） 0.092（0.098） 0.095（0.104）

当間多目的グラウンド
（クロアチアピッチ）

0.078（0.090） 0.082（0.080） 0.077（0.082）

吉田クロスカントリー競技場 0.093（0.104） 0.087（0.094） 0.088（0.090）

信濃川運動公園 0.085（0.082） 0.082（0.080） 0.083（0.080）

青少年運動広場 0.104（0.106） 0.088（0.096） 0.086（0.102）

〈公園〉（カッコ内は23年７月の数値）

〈屋外体育施設〉（カッコ内は23年７月の数値）

○定点地の測定値は各施設の周辺４隅と中央部分の５か所を測定した平均値

です。

○サーベイメーターによる測定結果です。サーベイメーターは、人体の被ば

く管理用のため最も放射線に敏感な皮膚下の数値に補正したうえで表示さ

れます。このため、モニタリングポストの測定値に対して３割程度高めに

なる傾向があります。

○国は地上１ｍの高さで0.23 ～１μSv/h未満の値が測定された場合は覆土

処理で、１μSv/hを超えた場合は土壌などを撤去し別途保管処理で対応

することとしています。

○新潟県は0.016 ～ 0.16μSv/hを通常の測定範囲としています。

定点地における空間測定結果

〜 

人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）を
策
定
し
て
い
ま
す 

〜

農
業
の「
未
来
設
計
図
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

■
問
合
せ

：

農
林
課
農
業
企
画
係
　
☎
７
５
７

｜

３
１
２
０

　
市
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年

齢
は
国
平
均
を
上
回
る
70
・
４
歳
と

な
っ
て
い
て
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、耕
作
放
棄
地
の
問
題
な
ど
、

人
と
農
地
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
る
と

き
が
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
十

日
町
市
で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を
実
現

す
る
た
め
に
、
地
域
農
業
の
「
未
来
の

設
計
図
」
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
作
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
と
国
の
支
援
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
で
国
の

支
援
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ

る
こ
と
で
、
次
の
国
の
支
援
金
の
交
付

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

◎
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
、
経
営

開
始
型
）【
年
１
５
０
万
円
】

　
45
歳
未
満
の
人
が
新
規
就
農
す
る
場

合
、
研
修
期
間
2
年
と
経
営
開
始
後
5

年
の
最
長
7
年
間
、
年
１
５
０
万
円
の

給
付
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
農
地
集
積
協
力
金
（
農
地
の
出
し
手

に
対
す
る
支
援
）

①
経
営
転
換
協
力
金
【
30
万
～
70
万
円
】

　
土
地
利
用
型
農
業
か
ら
経
営
転
換
す

る
農
業
者
や
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
、

ま
た
は
農
地
の
相
続
人
で
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
で
定
め
た
地
域
の
中
心
と
な
る

経
営
体
へ
10
ア
ー
ル
未
満
の
農
地
な
ど

を
残
し
、
す
べ
て
の
農
地
を
提
供
す
る

農
業
者
は
農
地
の
規
模
に
よ
り
、
経
営

転
換
協
力
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金
【
10
ア
ー
ル

当
た
り
５
、
０
０
０
円
】

　
農
地
の
所
有
者
、
ま
た
は
農
地
を
借

り
て
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
が
、
地
域

の
中
心
と
な
る
経
営
体
に
隣
接
農
地
を

提
供
す
る
場
合
に
、
分
散
錯
圃
解
消
協

力
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
規
模

拡
大
加
算
（
農
地
の
受
け
手
に
対
す

る
支
援
）【
10
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
円
】

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
お
い
て
地
域
の

中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
積

範
囲
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

範
囲
内
で
利
用
権
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、

規
模
拡
大
加
算
の
面
的
集
積
要
件
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
ス
ー
パ
ー
Ｌ
の
無
利
子
化

　
認
定
農
業
者
が
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の

融
資
を
受
け
る
場
合
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
と
し

て
掲
載
さ
れ
れ
ば
、
貸
付
当
初
5
年
間

に
限
り
無
利
子
で
借
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
５
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
の
５
日
間
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
方
針

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
市
で
は
十
日
町
、
川
西
、
中
里
、

松
代
、
松
之
山
の
各
地
域
単
位
で
人
・

農
地
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。
６
月

上
旬
か
ら
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
担
い

手
リ
ス
ト
対
象
者
（
平
場
２
・
０
ha

以
上
、
山
間
１
・
５
ha
以
上
）
に
営

農
意
向
お
よ
び
プ
ラ
ン
掲
載
の
同
意

調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
初
期

プ
ラ
ン
を
９
月
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、モ
デ
ル
集
落
を
選
定
し
、

話
し
合
い
を
実
施
。
平
成
25
年
２
月

に
プ
ラ
ン
を
更
新
し
ま
す
。
25
年
度

に
は
、
ほ
か
の
集
落
で
も
話
し
合
い

の
機
会
を
持
ち
、
プ
ラ
ン
に
反
映
・

更
新
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
プ
ラ

ン
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

市
内
５
地
域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
２
１
６
人

の
農
業
者
が
参
加
し
、
北
陸
農
政
局
長

岡
地
域
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
国
の
制
度
説

明
と
市
の
策
定
方

針
説
明
の
後
、
農

業
者
の
皆
さ
ん
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
と
、
貴
重
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。



催
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・
講
座
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・
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ら
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・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
入
山
集
落
で
９
年
間
日
本
画
を

書
き
続
け
た
画
家
・
稲
田
善
樹
さ

ん
と
、
新
進
気
鋭
の
書
道
家
と
し

て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
牛
田
衣
さ

ん
の
２
人
展
。
グ
ア
テ
マ
ラ
に
１

か
月
滞
在
し
た
稲
田
さ
ん
の
作
品

第
21
回 

十
日
町
市
芸
術
協
会

会
員
展
（
併
催
ギ
ャ
ラ
リ
ー
建

設
基
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
）

　
特
別
展
「
ふ
る
さ
と
原
風
景
十

日
町
・
早
津
剛
作
品
展
」
同
時
開

催
。６

月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

８
時
30
分
・
17
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
30
分
・
18
日
㈪
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
・
19
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

市
民
体
育
館

無
料

日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・
現
代

美
術
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真

若
月
（
☎
０
９
０
―
７
４
２
８

―
０
５
５
８
）

￥

　今年より博物館講座では、「郷土の遺産」

シリーズとして市内に残された文化財を学び

ます。最初のテーマは越後縮です。

【第１回】　６月16日㈯

「越後縮の歴史」　　　

　竹内俊道さん（前博物館長）

【第２回】　６月23日㈯

「御用縮の世界～受注から納品まで～」　　

　丸山克巳さん（市文化財保護審議会委員）

【第３回】　６月30日㈯

「越後縮と江戸時代の麻布産地」　

　吉田真一郎さん（近世麻布研究所）

※各回とも午後１時30分～３時30分

　無料（申込み不要）

　・　博物館　☎757-5531

平成24年度 博物館講座
郷土の遺産① 越後縮

￥

会 問

工
房
な
か
さ
と
1₀
周
年
記
念

現
代
国
際
巨
匠
絵
画
展

　
ピ
カ
ソ
、
シ
�
ガ
ー
ル
か
ら
東

山
魁
夷
、
平
山
郁
夫
（
版
画
）
ま

で
１
２
０
点
余
り
を
展
観
し
ま

劇
団
御
の
字 

第
27
回
公
演

b
itte

r s
w

e
e
t s

c
rip

t

６
月
23
日
㈯
午
後
７
時
30
分

〜
、
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

情
報
館

大
人
８
０
０
円
（
当
日
１
、

０
０
０
円
）、
高
校
・
大
学
生

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　
・
　
二
瓶
（
☎
０
９
０
―

７
８
１
６
―
７
７
３
４
）
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

o
n

n
o

ji.o
k

o
s
h

i-y
a

s
u

.

co
m

/

）

日日 会会￥

問

申

日日 会会 内 ￥問問

問

６
月
17
日
㈰
午
後
２
時
〜

市
民
会
館

十
日
町
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
42
回 

定
期
演
奏
会

輝
く
太
陽
！
グ
ア
テ
マ
ラ
を
描
く

～
マ
ヤ
の
こ
ど
も
た
ち 

折
鶴 

翔
る
～

無
料

交
響
曲
的
ビ
ー
ト
ル
ズ
ほ
か

十
日
町
高
校
吹
奏
楽
部
・
三
浦

（
☎
７
５
２
―
３
５
７
５
）

第６回公開講座
ほくほく線開業₁₅周年記念

　北陸新幹線の開業に向けて、ほくほく線の活用

をはじめ地域として何をすべきかなどを考えます。

６月23日㈯午後３時30分～５時45分※開場３時

クロステン

無料

《講演》

「2014年度以降のほくほく線に託す地域振興策

は何か」　講師：大野裕夫さん（新潟県副知事）

《パネルデスカッション》

北陸新幹線開業による交通施策

「残された時間で、今何をすべきか」

　パネラー：田村定文さん（新潟県交通政策課

　　　　　　長）、ほくほく線利用者、観光関

　　　　　　係者、関口市長ほか

NPO法人ほくほく村事務局（☎597-2254）問

日

会

￥

内

星
と
森
の
詩
美
術
館

２
人
の
寓
話
展

　
版
画
家
の
釣
谷
幸
輝
さ
ん
、
樋

勝
朋
巳
さ
ん
の
２
人
展
。
６
月
23

日
㈯
午
後
２
時
か
ら
は
ギ
�
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。

７
月
29
日
㈰
ま
で
の
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４

時
30
分
ま
で
）

毎
週
火
曜
日

一
般
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円

・
　
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

日休会

問

￥

と
マ
ヤ
の
絵
文
字
に
触
発
さ
れ
た

牛
田
さ
ん
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
た
ち
の
折
り
鶴
や
絵

も
展
示
し
ま
す
。

６
月
22
日
㈮
〜
29
日
㈮
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
７
時
（
24
日
は

５
時
ま
で
）

25
日
㈪

情
報
館

中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

内

休

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
①
】  

雪
ま
つ
り
や

雪
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
６

万
５
、
０
０
０
円
）

・
第
63
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
補
助
金
の

一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
②
】
大
地
の
芸
術

祭
の
開
催
や
作
品
管
理
（
３
０
３
万

３
、
０
０
０
円
）

・
大
地
の
芸
術
祭
開
催
年
で
あ
る
平
成

24
年
度
に
活
用
し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
③
】
高
齢
者
・
障

が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
47
万
５
０
０
円
）

・
高
齢
者
の
明
る
く
元
気
で
健
康
な
生

活
を
応
援
す
る
「
た
っ
し
ゃ
で
１
０

０
事
業
」の
一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
④
】
子
育
て
し
や

す
い
教
育
環
境
の
整
備
（
56
万
２
、

５
０
０
円
）

・
乳
幼
児
健
診
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

保
育
士
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

う
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
一

部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
⑤
】
道
路
や
住
宅

の
雪
対
策
（
20
万
２
、
５
０
０
円
）

・
23
年
度
中
の
活
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
生
活
用
道
路
の
確
保
な
ど

の
た
め
に
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
⑥
】
自
然
環
境
の

保
全
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

（
33
万
１
、
２
４
０
円
）

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
購
入
補

助
な
ど
を
行
う
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
推
進
事
業
」、「
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
金
」
の
一
部
に
活

用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
⑦
】
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
芸
術
活
動
の
振
興
（
14
万
３
、

０
０
０
円
）

・
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
統
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成

事
業
の
一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
⑧
】
地
域
経
済
の

活
性
化
・
雇
用
の
確
保
（
19
万
５
０

０
円
）

・
23
年
度
中
の
活
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
な
ど

の
た
め
に
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
⑨
】
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
へ
の
支
援
（
１
、４
６
３
万
２
、

０
０
０
円
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
支
援
の
た
め
に

交
付
金
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
�
ー
⑩
】
市
長
に
お
任

せ
（
６
５
０
万
２
、
０
０
０
円
）

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
に

１
２
０
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

・
住
民
の
共
同
作
業
に
よ
り
集
落
共
有

林
の
倒
木
処
理
や
作
業
道
の
整
備
な

ど
に
助
成
を
行
う
「
集
落
共
有
林
整

備
支
援
事
業
」
の
経
費
に
50
万
円
を

活
用
し
ま
し
た
。

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
豊
か

な
集
落
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
支

援
す
る
「
地
域
活
性
化
支
援
事
業
補

助
金
」の
経
費
な
ど
に
４
３
０
万
５
、

０
０
０
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

平
成
₂₃
年
度
の
活
用
実
績

とおかまち応援寄付金の寄付状況

とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）の
活用事業をお知らせします

　平成23年度のとおかまち寄附金は、278件、2,613万2,240円とな

りました。市内外からふるさとを思う温かい気持ちをお寄せいただ

き大変ありがとうございました。

　平成23年度の活用実績を報告します。

●問合せ：企画政策課協働推進係　☎757-3693

寄附金の活用メニュー
Ｈ22年度

末残高（円）
Ｈ23年度
寄附件数

Ｈ23年度
寄附金額（円）

Ｈ23年度
活用額（実績）（円）

①雪まつりや雪を楽しむイベントの開催 2,224,000 6 65,000 200,000

②大地の芸術祭の開催や作品管理 2,161,400 44 3,033,000 0

③高齢者・障がい者にやさしいまちづくり 1,625,500 19 470,500 500,000

④子育てしやすい教育環境の整備 450,000 14 562,500 300,000

⑤道路や住宅の雪対策 0 12 202,500 0

⑥自然環境の保全・自然エネルギーの活用 249,005 17 331,240 140,000

⑦スポーツ・文化芸術活用の振興 122,500 8 143,000 22,000

⑧地域経済の活性化・雇用の確保 0 9 190,500 0

⑨市内ＮＰＯ法人への支援 0 42 14,632,000 321,000

⑩市長にお任せ 10,004,606 107 6,502,000 6,005,000

合　　　計 16,837,011 278 26,132,240 7,488,000



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

18市報とおかまち　平成24年6月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年6月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
市
の
「
名
物
」
と
な
る
優
れ
た

土
産
品
の
発
掘
・
育
成
を
図
る
た

め
、「
十
日
町
市
観
光
土
産
品
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
審
査
部
門
＝
①
菓
子
・
食
品
部

門
②
民
芸
品
・
工
芸
品
部
門
③

ア
イ
デ
ア
部
門

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
所
在
す
る

企
業
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
及
び

市
内
在
住
の
個
人
。

※
市
内
で
製
造
ま
た
は
販
売
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
る

※
新
作
・
既
存
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

既
存
商
品
の
場
合
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
て
い
る
も
の

※
ア
イ
デ
ア
部
門
は
、
実
現
可
能

で
、
十
日
町
市
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
も
の

●
出
品
料
＝
無
料

●
応
募
期
間
＝
６
月
29
日
㈮
ま
で

（
必
着
）

●
応
募
方
法
・
　
応
募
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
〒
９

・
　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
生
涯

学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８
９
１

８
）

申申込み ＦＦＡＸ〆締め切り 問問合せ他その他講講師

内内容休休館日日日時 定定員会会場 対対象者 ￥料金 持持ち物

バ
ス
あ
り
・
要
予
約

大
人
１
、
０
０
０
円
、
中
・
高

校
生
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

無
料
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

・
　
西
田
尻
区
長
・
樋
口
（
☎

７
６
３
―
２
４
３
１
）

　
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
里
山
で
飲

み
物
を
片
手
に
バ
ン
ド
の
生
演
奏

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
30
日
㈯
午
後
７
時
〜
９
時

西
田
尻
集
落
（
駐
車
場
は
清
津

峡
ホ
テ
ル
せ
と
ぐ
ち
）
※
送
迎

6
月
24
日
㈰
午
前
11
時
30
分
～

午
後
３
時
（
コ
ン
サ
ー
ト
は
１

時
～
２
時
）
※
予
約
制

６
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

情
報
館

関
口
正
洋
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
事
務

局
長
）
が
、
芸
術
祭
の
魅
力
や

今
回
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
、
も
っ

と
楽
し
め
る
作
品
の
見
方
や
ま

わ
り
方
を
話
し
ま
す
。

〈
第
２
回
〉

７
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
予
定
）

十
日
町
駅
西
口
集
合
・
解
散

完
成
が
間
近
な
今
回
注
目
の
作

品
を
中
心
に
、
芸
術
祭
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
案
内
・
解
説
を
受
け

な
が
ら
回
り
ま
す
。（
第
２
回

の
み
の
参
加
は
不
可
）

無
料
。
た
だ
し
、
芸
術
祭
の
作

品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
参
加
条
件
。
ま

た
、
第
２
回
は
昼
食
代
が
別
途

必
要
。

25
人

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
通
し
て
技
術
の

習
得
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
進
路

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
23
日
㈯
、
７
月
14
日
㈯
、

８
月
22
日
㈬
、
９
月
15
日
㈯
い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

本
年
度
卒
業
見
込
み
の
中
・
高

生
と
保
護
者

無
料

●
科
目
＝
木
造
建
築
科
、
電
気
施

設
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科

・
　
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２

４
１
０
）

日日 対￥

￥内

会

申 会

問

問

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

光
の
館 

く
つ
ろ
ぎ
ラ
ン
チ
・

空
と
光
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
す
べ
て
の
若
者
の
就
労
と
社
会

参
加
を
目
指
し
て
、
地
域
で
取
り

組
む
ニ
ー
ト
支
援
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。

６
月
29
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分

南
魚
沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
魚
沼
市
）

無
料

【
第
１
部
】
講
演
「
若
者
は
つ

ら
い
よ
～
当
世
若
者
事
情
～
」

講
師

：

蛯
原
勝
さ
ん
（
新
潟
市

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
責
任
者
）

【
第
２
部
】パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
若
者
を
就
労
に
つ
な

ぐ
プ
ロ
セ
ス
と
地
域
に
お
け
る

支
援
」

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
５

｜

７
７
３

｜

　
も
っ
と
楽
し
め
る
、
大
地
の
芸

術
祭
の
鑑
賞
の
仕
方
や
ま
わ
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。

〈
第
１
回
〉

若
者
の
職
業
的
自
立
支
援

推
進
セ
ミ
ナ
ー

と
お
か
ま
ち
市
民
楽
校

「
大
地
の
芸
術
祭
編
」

６
６
１
１
）

７
月
１
日
㈰
午
後
１
時
～
（
開

場
午
後
０
時
30
分
）

市
民
会
館

第
24
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

日

日

会

会内

￥

日

日

会

会

内￥

￥

内問

日会

問

問

申

申

定

光
の
館

２
、
０
０
０
円
（
ラ
ン
チ
・
コ

ー
ヒ
ー
・
ケ
ー
キ
・
入
館
料
込
）

オ
カ
リ
ナ
、
ギ
タ
ー
演
奏

・
　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
㈱
ま

ち
づ
く
り
川
西
（
☎
７
６
１

―
１
０
９
０
、
電
子
メ
ー
ル

h
ik

a
ri0

1
@

fin
e
.o

cn
.n

e
.jp

）

音
と
ホ
タ
ル
の
夕
べ

￥ す
。
画
家
ミ
ゲ
ー
ル
・
ペ
イ
ド
ロ

さ
ん
の
サ
イ
ン
会
も
あ
り
ま
す
。

６
月
23
日
㈯
〜
25
日
㈪
午
前
10

時
〜
午
後
６
時

中
里
ユ
ー
モ
ー
ル

無
料

工
房
な
か
さ
と
（
☎
７
６
３
―

２
２
５
２
）

日会問

国宝出土の笹山遺跡をあなたの手で発掘しませんか。

第１回：７月14日㈯・15日㈰

第２回：７月21日㈯・22日㈰

第３回：７月28日㈯・29日㈰

第４回：８月４日㈯・５日㈰

第５回：８月11日㈯・12日㈰

いずれも午前９時45分〜午後３時30分

※土・日連続しての参加となります

笹山遺跡　　小学５年生以上　　無料　　各回10人

土曜午前：研修（掘り方についての説明など２時間）

土曜午後／日曜午前／日曜午後：発掘調査（２時間）

※調査内容は毎回異なります　※研修は初回参加者のみ

汚れてもよい服装、運動靴、軍手、昼食、飲み物、筆記用具

・　７月２日㈪までに電話、FAX、電子メールのいずれかで、

氏名（全員分）・参加希望日・住所・電話番号（複数人の場

合は代表者のみ）を提出。〒948-0072十日町市西本町１　

十日町市博物館（☎757-5531）FAX757-6998

e-mail：museum.10@city.tokamachi.lg.jp

日

会 ￥

内

持

申 問

「みんなで掘る笹山遺跡」

対 定

５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

●
出
演
団
体
＝
十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
十

日
町
観
世
会
、
十
日
町
市
民
合

唱
団
ほ
か
13
団
体

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
生
後
４
か
月
〜
１
歳
前
後
の
犬

問を
飼
っ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

参
加
条
件
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

７
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・
18
日

㈬
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
３

日
間
）
※
１
回
の
み
の
参
加
は

不
可

十
日
町
保
健
所
駐
車
場

２
、
０
０
０
円
（
動
物
愛
護
協

会
員
は
１
、
０
０
０
円
）

先
着
15
人

・
　
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
部
衛
生
環
境
課
（
☎
７
５

７
―
２
７
０
７
）

￥

問

申 定 日会

４
８
―
０
０
８
２
十
日
町
市
本

町
２ 

本
町
分
庁
舎
内
㈳
市
観

光
協
会
（
☎
７
５
７
―
３
３
４

５
・
　
７
５
７
―
５
１
５
０
）

問

Ｆ

平
成
24
年
度
十
日
町
市
観

光
土
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

―
38
―
２
６
２
５
）

講申問 　
同
和
問
題
の
正
し
い
理
解
を
深

め
ま
す
。

７
月
18
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

50
分

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

講
義
「
新
潟
県
の
部
落
差
別
の

実
態
と
同
和
行
政
、
教
育
の
課

題
」、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ほ
か

長
谷
川
均
さ
ん
（
部
落
解
放
同

盟
新
潟
県
連
合
会
相
談
役
）

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

新
潟
県
教
育
庁
中
越
教
育
事
務

所
社
会
教
育
課
（
☎
０
２
５
８

平
成
24
年
度
社
会
同
和
教
育

市
町
村
巡
回
研
修
会

対内 日会

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

７
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮

ク
ロ
ス
テ
ン

管
内
の
防
火
管
理
義
務
対
象
物

に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
、
防
火

管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
予

定
の
人

４
、
５
０
０
円
※
指
定
の
用
紙

で
金
融
機
関
に
て
振
込
み

先
着
１
０
０
人

・
　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
〈h

ttp
://w

w
w

.

to
k
a
m

a
ch

i-k
o
u
ik

i.jp
/

〉
か

ら
も
取
得
可
能
）
に
写
真
１
枚

を
添
え
て
十
日
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
７
５
７
―
１
５

５
７
）
ま
た
は
各
分
署

￥定

内

問

申

日会

賞
作
品
は
返
却
不
可
。
選
外
作

品
は
切
手
付
き
返
送
封
筒
を
同

封
し
た
人
に
の
み
返
却
）

●
応
募
・
　
〒
９
４
８
―
０
０
８

２ 

十
日
町
市
本
町
２
本
町
分

庁
舎
内
㈳
市
観
光
協
会
（
☎
７

５
７
―
３
３
４
５
）

問

第
33
回
十
日
町
市
観
光
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
市
の
自
然
景
観
・
イ
ベ
ン
ト
・

文
化
財
な
ど
を
写
し
た
感
性
豊
か

な
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
期
間
＝
６
月
29
日
㈮
ま
で

（
必
着
）

●
応
募
規
格
＝
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

で
四
つ
切
、
ま
た
は
四
つ
切
ワ

イ
ド
写
真

※
銀
塩
写
真
に
限
る
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
は
未

加
工
・
銀
塩
プ
リ
ン
ト
の
み
と

し
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
は
使
用
不
可

●
応
募
規
定
＝
①
平
成
23
年
１
月

以
降
に
市
内
で
撮
影
し
た
未
発

表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。（
１

人
５
点
ま
で
）
②
作
品
の
裏
面

に
、
題
名
・
撮
影
場
所
・
撮
影

年
月
日
・
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
し
た
応
募
票
を
は

り
付
け
て
く
だ
さ
い
。（
応
募

票
は
自
作
で
も
可
）
③
入
賞
作

品
の
著
作
・
所
有
・
使
用
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。（
入

　
衣
類
や
雑
貨
な
ど
自
分
の
店
を

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
出
店
料
＝
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円

（
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
付
き
ブ
ー

ス
は
１
、
０
０
０
円
）

・
　
・
　
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５

２
―
０
１
１
７
）

申

会 日

問

キ
ナ
ー
レ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

￥



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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社
会
福
祉
協
議
会
中
里
支
所

満
15
歳
以
上

１
、
５
０
０
円
（
教
材
代
、
保

険
料
）

先
着
30
人

・
　
６
月
25
日
㈪
ま
で
に
日
赤

十
日
町
市
地
区
事
務
局
（
社
会

福
祉
協
議
会
内
☎
７
５
０
―
５

０
１
０
）

満
15
歳
以
上
で
全
日
程
に
参
加

で
き
る
人

３
、
０
０
０
円
（
教
材
代
、
保

険
料
）

先
着
30
人

・
　
７
月
６
日
㈮
ま
で
に
日
赤

十
日
町
市
地
区
事
務
局
（
社
会

福
祉
協
議
会
内
☎
７
５
０
―
５

０
１
０
）

　
地
域
の
救
命
率
向
上
を
目
指

し
、
毎
月
９
日
に
、
応
急
手
当
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら

90
分
の
短
時
間
講
習
「
救
命
入
門

コ
ー
ス
１
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
７
月
９
日
㈪

　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い

　
・
　
・
　
十
日
町
地
域
消
防
本

部
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

験
者
を
募
集
中
で
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格
＝
▼
男
性
・
女
性
警

察
官
Ａ

：

昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
を
卒
業

し
た
人
（
25
年
３
月
卒
業
見
込

者
含
む
）
▼
男
性
・
女
性
警
察

官
Ｂ

：

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜

平
成
７
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格

以
外
の
人

●
１
次
試
験
＝
期
日

：

９
月
16
日

㈰
、
試
験
種
目

：

教
養
試
験
・

体
力
検
査
Ⅰ

●
受
付
締
め
切
り
＝
８
月
16
日
㈭

　
十
日
町
警
察
署
（
☎
７
５
２
―

０
１
１
０
）

３
、
９
０
０
円

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

・
　
・
　
７
月
２
日
㈪
ま
で
に

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
５
４
５
―
２
１

９
０
）

　
７
月
１
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

　
建
設
機
械
整
備
作
業
（
実
技
）

コ
ー
ス
で
す
。
技
能
検
定
受
験
に

向
け
て
実
技
講
習
を
行
い
ま
す
。

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

　
ふ
す
ま
、
障
子
、
網
戸
張
り
替

え
の
講
習
会
で
す
。

●
受
講
期
間
＝
７
月
17
日
㈫
～
20

日
㈮
、
23
日
㈪
～
25
日
㈬
（
７

日
間
）

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

55
歳
以
上
の
人

無
料

20
人

・
　
７
月
３
日
㈫
ま
で
に
十
日

町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
５
８
―
４
８
０
９
）

　
環
境
保
全
型
農
業
推
進
研
修
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
６
日
㈮
午
後
１
時
～
５
時

農
業
大
学
校
研
修
館（
新
潟
市
）

７
月
６
日
㈮
～
12
月
３
日
㈪
の

平
日
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３

時
50
分

ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
伊
達
３
）

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己

負
担
あ
り
）

６
月
20
日
㈬
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
十
日
町

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）    

Ｏ
Ａ
簿
記
科 

７
月
入
校
生
募
集

申

日

会￥問

会対申

問

￥定
一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講

習
会
受
講
者
募
集

平
成
24
年
度
新
潟
県
農
業

大
学
校
研
修
受
講
者
募
集

申

申

会

対

会 日定

￥

￥

日

問

問

問

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

農
業
者
、
農
業
指
導
者
な
ど

無
料

・
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
、
研
修
名
「
環
境
保

全
型
農
業
推
進
研
修
」・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
職
業
を
記
載
し
郵
送
。
〒

９
５
３
―
０
０
４
１
新
潟
県
新

潟
市
西
蒲
区
巻
甲
１
２
０
２
１

新
潟
県
農
業
大
学
校
研
修
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
５
６
―
７
２
―

８
５
４
７
）

物　　　件 間 取 り 家賃（月）戸数

十
日
町

西本町市営住宅
（単身可）

H18年度建築
準耐火２階建

６帖２室、
DK

16,300円
～ 24,300円

１戸

松
　
代

中通住宅
（世帯用）

H ６年度建築
木造高床３階建

10帖１室、６
帖１室、LDK

19,000円
～ 28,300円

１戸

善宗塚住宅
（世帯用）

S51年度建築
準層耐火３階建

６帖１室、4.5
帖２室、DK

11,800円
～ 17,600円

１戸

ハイツちとせ
（世帯用）

H14年度建築
木造高床３階建

８帖１室、６
帖１室、LDK

50,000円 １戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
申
し
込
み
条
件
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

６
月
12
日
㈫
〜
26
日
㈫

・
　
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

問

申 日会

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　
県
警
で
は
、
25
年
４
月
採
用
予

定
の
や
る
気
と
熱
意
を
持
っ
た
受

警
察
官
採
用
試
験

受
験
者
を
募
集
中
！

日会 内

申

問

応
急
手
当
講
習
会

24
年
度
国
家
公
務
員

税
務
職
員
募
集
（
高
卒
程
度
）

●
受
験
資
格
＝
高
校
卒
業
見
込
み

の
人
、
及
び
高
校
卒
業
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人

●
申
し
込
み
期
間
＝
《
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
》
６
月
26
日
㈫
〜
７

月

５

日

㈭
（h

ttp
://w

w
w

.

jin
ji-s

h
ik

e
n

.g
o
.jp

/ju
k
e
n

.

h
tm

l

）、《
郵
送
》
７
月
２
日

㈪
〜
10
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

●
試
験
日
＝
１
次
試
験

：

９
月
９

日
㈰
、
２
次
試
験

：

１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

●
試
験
地
＝
新
潟
市
、
長
岡
市
ほ
か

●
受
験
申
込
書
請
求
＝
最
寄
り
の

税
務
署
、
関
東
信
越
国
税
局
、

人
事
院
関
東
事
務
局

　《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

に
つ
い
て
》
人
事
院
人
材
局
試

験
課
（
☎
０
３
―
３
５
８
１
―

５
３
１
１
）、《
そ
の
他
》
関
東

信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

係
（
☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３

１
１
１
）

問

対￥定

問

申

人
工
ぼ
う
こ
う
保
有
者
）
の
ス
ト

ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
習
会
。

①
７
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分
②
９
月
９
日
㈰
正

午
～
午
後
３
時
（
人
工
ぼ
う
こ

う
の
み
）

①
か
も
川
本
館
（
長
岡
市
）
②

源
川
医
科
器
械
㈱
内
「
雪
椿
友

の
会
」
事
務
局
（
新
潟
市
）

無
料

・
　
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新

潟
県
支
部
（
源
川
医
科
器
械
㈱

内
☎
０
２
５
―
２
２
９
―
７
７

７
５
）

日会申

問

￥
オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応

訓
練
講
習
会

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
や

　中央公民館では、小千谷地域こころのケアセンター

の協力で、３回連続講座「こころの健康講座」を開

催します。日頃のストレスや心の健康について、いっ

しょに考えてみませんか。

●開講時間：午後２時〜　　無料　　40人

　・　・　７月２日㈪までに中央公民館　☎757-5011

￥

会 申 問

定

こころの健康講座　参加者募集
中央公民館成人講座

開催日 テーマ 講　師

７月
６日㈮

よく眠れるためには？
睡眠のお話

ほんだ病院医師
中島悦子さん

７月
13日㈮

①体にいい食事・栄養の
　お話
②こころのリフレッシュ！

体を動かしましょう

①蕪木康子さん
②大口悦子さん

７月
27日㈮

心の健康を考える（ハー
ブティー付♪リラックス
しながら参加者同士で考
えましょう）

十日町地域振興
局健康福祉部

※３回連続講座です。気軽に参加してください

７
月
14
日
㈯
〜
16
日（
海
の
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

本
町
分
庁
舎

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

日会

対￥定

問

申
６
月
16
日
㈯
午
後
１
時
20
分
〜

３
時
30
分
（
受
付
1
時
）

介
護
老
人
保
健
施
設
き
た
は
ら

２
０
０
円
（
当
日
持
参
）

地
域
保
健
講
座
の
お
知
ら
せ

講

日会￥

内問

　
守
門
岳
へ
の
日
帰
り
清
掃
登
山

で
す
。
６
月
19
日
㈫
午
後
７
時
30

分
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

７
月
１
日
㈰

●
集
合
場
所
＝
市
役
所
本
庁
裏
駐

車
場

１
、
０
０
０
円
（
交
通
費
・
保

険
料
）
※
説
明
会
で
徴
収

　
新
潟
県
で
は
18
歳
未
満
の
子
ど

も
が
い
る
家
庭
な
ど
を
対
象
に
近

県
の
協
賛
店
舗
で
商
品
の
割
引
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
カ
ー
ド
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
福
島
県
、
茨

城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉

県
の
カ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
県
の
協
賛
店
舗
で
使
用
で
き
ま

す
。
発
行
は
無
料
で
す
が
、
申
し

近
県
で
利
用
で
き
る
子
育

て
優
待
カ
ー
ド
の
発
行

問

問

申日 内
お
だ
ま
き
山
の
会
清
掃
登
山

山
）」
が
協
賛
店
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
連
れ
で
気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
ジ
ュ
ー
ス
と
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
※
入
店
時

に
カ
ー
ド
を
提
示

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９
）

　
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
「
子
育

日会内

問

申

　
新
た
に
、「
ち
は
ら
寿
司
（
上

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

（
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
）
追
加

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
養
成
講
習
会

講
演
「
ま
だ
間
に
合
う
？
認
知

症
予
防
〜
ボ
ケ
な
い
た
め
に

〜
」

有
田
正
知
さ
ん
（
中
条
第
二
病

院
精
神
科
医
師
）

中
条
病
院
（
☎
７
５
７
―
３
０

１
８
）

て
応
援
隊
（
提
供
会
員
）」
に
な

る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
あ
な
た
の
温
か
な
手
と
心
で

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
に
貢
献
し

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
子
育
て
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
人
の
登
録
も
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

７
月
３
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後

４
時

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

子
ど
も
の
救
急
講
習
や
発
達
・

発
育
、
保
育
の
心
な
ど

・
　
６
月
21
日
㈭
ま
で
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
く

る
る
内
☎
７
５
７
―
１
０
０

８
）

込
み
が
必
要
で
す
。

・
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
児
童

家
庭
課
少
子
化
対
策
・
保
育
係

（
☎
０
２
５

｜

２
８
０

｜

５
２

１
５
）

日￥



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

（
☎
７
５
２

｜

２
５
７
５
）

門
内
☎
０
２
５

｜

２
８
５

｜

３
１
２
５
）

克
雪
係
、
中
里
・
松
之
山
支
所

地
域
振
興
課
農
林
建
設
係

は
、
米
や
大
豆
・
そ
ば
・
園
芸
作

物
な
ど
に
各
種
交
付
金
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
早
め
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

７
月
２
日
㈪

農
林
課
農
業
振
興
係
（
☎
７
５

７
―
９
９
２
２
）、
ま
た
は
各

支
所
担
当
係
　

　
他
県
に
お
い
て
、
社
会
保
険
庁

や
市
役
所
職
員
を
名
乗
り
、
医
療

費
の
還
付
を
か
た
る
不
審
電
話
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や
市

町
村
な
ど
の
公
的
機
関
が
、
電
話

で
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
た
り
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操
作
を
指
示
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。「
お

か
し
い
な
」と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊

い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。「
雨
が
長
く
降
り
続

く
と
き
や
大
雨
の
と
き
」「
川
の

水
や
井
戸
水
、
わ
き
水
の
量
が
変

化
し
た
り
、
濁
り
だ
し
た
と
き
」

「
土
地
に
亀
裂
が
生
じ
た
と
き
」

は
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
危
険
信

号
で
す
。｢

危
な
い
な｣

と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
避
難
を
心
掛
け
、
県
と

新
潟
地
方
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ

る
土
木
災
害
警
戒
情
報
も
避
難
行

動
の
目
安
と
し
ま
し
ょ
う
。
日
ご

ろ
か
ら
天
候
情
報
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
家
の
近
く
の
山
や
崖
、

川
な
ど
を
よ
く
点
検
し
、
異
常
な

所
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
・
　
建
設
課
維
持
係
（
☎

７
５
７

｜

９
９
３
２
）、
ま
た

は
松
代
支
所
農
林
建
設
課
建
設

問

不
審
電
話
に
ご
注
意
を
！

　
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
で

６
月
は

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

小
・
中
・
高
教
科
書
展
示
会

　
25
年
度
用
の
教
科
書
を
展
示
し

ま
す
。
中
学
校
で
は
24
年
度
か
ら

学
習
指
導
要
領
の
全
面
改
訂
で
教

科
書
が
変
わ
り
ま
し
た
。
展
示
期

問 日休会

一
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や
友
人
に

相
談
し
た
り
、
警
察
ま
た
は
市
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
課
国
保
係
☎
７
５
７

｜

３
７
３
５
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
課
　

し
て
く
だ
さ
い

　
・
　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
清
津

山
の
会
・
鈴
木
（
☎
７
６
３
―

３
９
９
６
）、
桐
生
板
金
（
☎

７
６
３
―
４
５
４
７
）

申

問
７
月
14
日
㈯

十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

７
月
10
日
㈫
午
後
７
時
〜
（
受

付
６
時
30
分
）

市
民
体
育
館

５
０
０
円
（
当
日
持
参
）

宮
沢
忠
男
さ
ん
（
㈳
日
本
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導

者
）

内
履
き
※
運
動
の
で
き
る
服
装

問

問 申

日

￥ 日会

会

講持
レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

第
19
回 

十
日
町
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

で
参
加

高
橋
（
☎
７
５
７
―
２
６
８
６
）

問

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
の
申
請
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か

問 〆

間
以
降
も
通
年
で
書
架
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。

６
月
15
日
㈮
〜
28
日
㈭
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
７
時
（
日
曜
日

は
５
時
ま
で
）

月
曜
日

情
報
館

市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁
舎

内
☎
７
５
６

｜

５
０
１
１
）

　
新
潟
県
の
道
路
交
通
法
施
行
細

則
が
６
月
１
日
に
改
正
施
行
さ

れ
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
自
転
車

運
転
の
悪
質
な
違
反
に
罰
金
が
科

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
①

携
帯
電
話
を
手
に
持
ち
通
話
、
操

作
、
画
面
を
注
視
し
な
が
ら
運
転

し
な
い
こ
と
②
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど

で
両
耳
を
ふ
さ
ぎ
、
音
楽
を
聴
く

な
ど
し
て
安
全
な
運
転
に
必
要

な
音
や
声
が
聞
こ
え
な
い
よ
う
な

状
態
で
運
転
し
な
い
こ
と
。
自
転

車
の
か
ら
ん
だ
事
故
や
危
な
い
運

転
を
減
ら
す
た
め
、
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

十
日
町
警
察
署
（
☎
７
５
２
―

０
１
１
０
）

自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
の
携
帯

電
話
の
操
作
な
ど
で
罰
金
が
科

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

先
着
40
人

●
コ
ー
ス
＝
二
口
か
ら
（
登
り
約

４
時
間
30
分
）

　
中
央
公
民
館
※
窓
口
に
用
意
し

て
あ
る
申
込
書
を
提
出

羽
鳥
（
☎
７
５
２
―
３
９
５
８
）

問 申　
小
松
原
湿
原
へ
の
日
帰
り
清
掃

登
山
で
す
。

　
・
集
合
場
所
＝
６
月
24
日
㈰
午

前
６
時
30
分
中
里
総
合
セ
ン
タ

ー
前
。
午
前
７
時
出
発
〜
午
後

４
時
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
到

着
・
解
散

※
帰
路
、
林
道
ゲ
ー
ト
付
近
の
清

掃
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
１
、
０
０
０
円
（
交
通
費
、
傷

害
保
険
料
ほ
か
）

　
雨
具
・
昼
食
※
昼
に
豚
汁
を
用

意
す
る
の
で
、
椀
と
箸
を
用
意

日￥持
清
津
山
の
会
清
掃
登
山

参
加
者
募
集

・
　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
地
区

役
員
、
ま
た
は
十
日
町
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―
３

５
１
５
）

６
月
25
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

新
潟
県
弁
護
士
会
館（
新
潟
市
）

離
婚
、
Ｄ
Ｖ
被
害
、
セ
ク
ハ
ラ
、

男
女
問
題
、
性
犯
罪
被
害
な
ど

●
電
話
相
談
＝
☎
０
５
７
０

｜

０

４
５
５
３
３
（
予
約
不
要
）

●
面
接
相
談
＝
事
前
予
約
優
先

　
・
　
新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０

２
５

｜

２
２
２

｜

５
５
３
３
）

時
は
毎
月
25
日
号
の
市
報
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
）

【
多
重
債
務
相
談
１
１
０
番
】

６
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

十
日
町
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
産
業
政
策
課
内
）

●
相
談
専
用
電
話
＝
☎
７
５
７
―

３
７
４
０

【
土
日
多
重
債
務
無
料
相
談
会
】

・
　
６
月
30
日
㈯
新
潟
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
）、

７
月
１
日
㈰
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

（
長
岡
市
）
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
４
時
※
要
予
約

●
申
込
電
話
＝
☎
０
２
５
―
２
８

５
―
４
１
９
６

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
５
―
２
８
１
―
５
５
１
６
）

【
休
日
労
働
相
談
会
】　

　
労
働
に
関
す
る
相
談
に
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
厳
守
で
す
。
※
予
約
不
要

６
月
16
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

長
岡
地
域
振
興
局
（
長
岡
市
）

【
長
岡
労
働
相
談
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
】

　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。
無
料
の
弁
護
士

相
談
も
あ
り
ま
す
。
※
要
予
約

●
相
談
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
※

祝
日
を
除
く

長
岡
労
働
相
談
所
（
☎
０
２
５

８
―
37
―
６
１
１
０
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

寄付ありがとう ５月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝和久井工（本町７- １）、小

川昭弘（埼玉県比企郡滑川町）、吉田武央（東京都世

田谷区）、大島孳（西寺町）

●義務教育施設整備資金寄附金＝十日町市立水沢中学校

特別棟建設促進委員会（21,800,000円）

●情報館へ＝佐久間文子（横浜市）、波間良一（水野町）、

ホープ歯科クリニック（寿町２）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

６
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時
、
６
月
30

日
㈯
・
７
月
１
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
広
く
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

●
相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
１
２
０

｜

０
０
７

｜

１
１
０

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　
年
度
更
新
の
申
告
書
の
提
出
と

保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
７
月
10

日
㈫
が
期
限
で
す
。
納
付
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

７
５
２

｜

２
０
７
９
）
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問

問問

問

問

申問

日

日

日日

日

会

会

会内

会

内

労
働
相
談
会

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

６
月
は
「
多
重
債
務
相
談

強
化
月
間
」

　「
借
金
」
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
①
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
か
ら
の
借
金
や
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
に
困
っ
て
い
る
②
サ
ラ
金
数

社
か
ら
し
て
い
る
借
金
を
一
本
化

し
た
い
③
返
済
に
困
っ
て
い
る
の

に
、
も
う
ど
こ
も
貸
し
て
く
れ
な

い
な
ど
、
ひ
と
り
悩
ん
で
い
な
い

で
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
毎
月
第
２
水
曜
日
に
無
料

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。（
日

　
国
土
交
通
省
で
は
、
車
両
の
安

全
確
保
及
び
環
境
保
全
を
図
る
こ

と
で
、
国
民
の
安
全
、
安
心
を
確

実
に
確
保
し
て
い
く
た
め
、
関
係

省
庁
、
自
動
車
関
係
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排

除
す
る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開

し
、
特
に
６
月
を
「
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間
」
と
し
て
、
一
層

強
力
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
不
正
改
造
車
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
、
問
い
合
せ
は
下
記
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

不
正
改
造
車
１
１
０
番
（
国
土

交
通
省
北
陸
信
越
運
輸
局
新
潟

運
輸
支
局
検
査
整
備
保
安
部

６
月
は

「
不
正
改
造
車
排
除
強
化
月
間
」

問　
第
２
次
世
界
大
戦
で
、
戦
地
の

区
域
な
ど
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
し
た
、
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍

従
事
看
護
婦
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご

苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室
（
☎
０
３

｜

５
２
５
３

｜

５

１
８
２
）

問
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
贈
呈

　
７
月
９
日
㈪
か
ら
外
国
人
住
民

に
も
、
日
本
人
と
同
じ
く
住
民
基

本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
外
国
人
住
民
に
も
住
民

票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ

か
、
届
け
出
が
簡
素
化
さ
れ
る
な

ど
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　
総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０

｜

０
６
６

｜

６
３

０
）

問
７
月
か
ら
外
国
人
住
民
に
住
民

基
本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま
す

定
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越え

ち

後ご

縮ち
ぢ
みの

特
産

地
で
あ
っ
た
魚
沼

郡
で
は
、
縮
生
産

の
担
い
手
と
な
る

嫁
入
り
前
の
娘
た

ち
に
、
伊
勢
参
り

の
経
験
を
さ
せ
た

記
録
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
し
か

し
、
当
時
は
医
療

や
公
衆
衛
生
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
旅
に
は
危
険
が
伴
い
ま
し
た
。

　
宝
暦
３
（
１
７
５
３
）
年
、
魚
沼
郡

十
日
町
組
の
女
性
16
人
が
男
性
２
人
を

先
導
役
と
し
て
、
上
方
参
詣
の
旅
に
出

か
け
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
旅
の
途
中
で
、

安
養
寺
村
の
「
お
と
り
」
と
い
う
22
歳

の
娘
さ
ん
が
、
麻は

し

か疹
に
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
麻
疹
は
命
定
め
、
疱ほ
う

瘡そ
う

は
器
量
定
め
」
と
も
い
わ
れ
た
時
代
で

す
。
京
都
で
医
者
に
か
か
り
薬
を
飲
ん

だ
の
で
す
が
、帰
路
、江ご
う

州
し
�
う

守
山
宿（
現

在
の
滋
賀
県
守
山
市
）
の
旅は

た

ご籠
で
、
つ

い
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。「
同
じ

宗
派
の
寺
院
に
土
葬
す
る
こ
と
、
着
物

や
持
ち
物
は
私
た
ち
が
持
ち
帰
る
こ
と

に
つ
い
て
、
異
議
は
唱
え
ま
せ
ん
」

　
妹
「
ら
く
」
や
、
従
兄
ら
旅
の
一
行

が
、
守
山
宿
の
役
人
た
ち
に
差
し
出
し

た
悲
痛
な
文
書
の
控
え
が
、
今
も
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

：

博
物
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

５
５
３
１

　
　
　（
ク
イ
ズ
の
答
え
は
29
ペ
ー
ジ
）

三
の
巻

№ 22エリンギ 　無農薬菌床栽培で生産されたエリンギ。食物繊維やカリウム
がたっぷりで、とってもヘルシー。どんな料理にも合います。

◯84

【今月のテーマ】

　朝食の大切さについてはご存じだと思います

が、どんな朝食を食べればよいのでしょうか。

　朝食が本当にエネルギーになっているのか実

験を行った結果が発表されています。

　①「ごはんとみそ汁」の和食

　② サラダだけ

　③ オレンジジュースだけ

　④ コーヒーをブラックで

　⑤ 食べない

　この５つのグループに分け、食べてから血液

中の糖分（血糖値）が時間とともにどのように

変化するかを測定し比較しました。

　その結果、①の和食を食べたグループは食後

約30分で血糖値が上昇し、時間をかけてゆっ

くり下降していきました。

　これに対し、ごはんなどの炭水化物を食べて

いない②～⑤のグループは血糖値がほとんど上

昇せず、３時間後には60㎎/dL台にまで下がり

ました。

　朝起きて活動し出すときの正常値が80 ～ 90

㎎/dLといわれているので、これは明らかにエ

ネルギー不足といえるでしょう。頭がボーッと

するのも無理もないこ

とです。

　少し早起きして、バ

ランスのとれた朝食を

取るように心がけまし

ょう。

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

理想的な朝食とは

貝
野
村
文
書
『
一
札
之
事
』

雪と自然と地元の皆さんといっしょに

　左の写真は、市内で生産されているエリンギです。農薬を使わ

ず、温度と湿度調節で栽培されるエリンギは、肉質がしっかりし

ていて、歯応え抜群。くせがなく、どんな料理にも幅広く使えま

す。また、一般的にエリンギは、食物繊維やカリウム、ビタミン

Ｄを豊富に含んでいて、便秘や生活習慣病の改善に効果があると

いわれています。このエリンギは、市内のほとんどの小売店で購

入することができます。

　これからの時期にバーベキューなどで活躍するエリンギ。ぜひ

地元産のエリンギを食べましょう。

〈収穫時期〉通年

〈おいしい食べ方〉鍋物、煮物、炒め物、焼き物、天ぷらなど

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

　
東
京
の
大
学
で
美
術
の
勉
強
を
し
て
い
た
学
生

時
代
、
大
地
の
芸
術
祭
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
こ

に
来
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
芸
術

祭
の
魅
力
に
ひ
か
れ
何
度
も
通
い
ま
し
た
。今
は
、

松
之
山
に
住
ん
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
普
段
は
三
省
ハ
ウ
ス
を
管
理
し
、
宿
泊
の
対
応

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は
、
里
山
を
舞
台

に
し
た
大
地
の
芸
術
祭
に
多
く
の
人
が
関
わ
り
、

雪
国
特
有
の
生
活
様
式
も
合
わ
さ
っ
て
魅
力
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
こ
の
自
然
豊
か

な
地
で
深
呼
吸
し
て
も
ら
う
こ
と
、「
ま
た
来
た

い
な
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
。

　
夏
に
は
日
中
の
営
業
を
始
め
ま
す
。
作
品
展
示

や
野
菜
販
売
の
ほ
か
、
お
茶
飲
み
で
漬
け
物
な
ど

を
持
ち
寄
る
こ
の
地
の
文
化
を
参
考
に
し
て
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
カ
フ
ェ
に
し
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
来
訪
者
が
楽
し
め

る
場
所
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

飛田　晶子 さん
1979年生

三省ハウス勤務

先月の羽鳥大介さんからのバトンタッチ

旅
の
途
中
で
命
を
落
と
し
た

「
お
と
り
さ
ん
」

（写真は㈲グルメッシュ野上のエリンギ）
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▼
市
報
で
は
施
策
や
取
り
組
み
な
ど
市
か

ら
の
大
切
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
編
集
す
る
際
も
、「
分
か
り
や
す
く

簡
潔
に
」
を
基
本
に
、
ど
な
た
が
読
ん
で

も
読
み
や
す
い
広
報
紙
の
作
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
と
き
に
は
担
当
課
と
表
現
や
レ

イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
や
り
あ
う
こ
と
も
。

そ
ん
な
市
報
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
る
話

題
に
、「
十
日
町
市
は
ま
す
ま
す
元
気
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
内
容
の
話
が

あ
り
ま
す
。

▼
前
号
で
取
り
上
げ
た
熱
中
夢
中
の
十
日

町
市
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会
の
多
田
さ

ん
や
、
こ
の
た
び
取
材
で
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
、
と
き
め
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
飛
田
さ
ん
の
話
題
も
そ
の
一
つ
。
い
ず

れ
も
十
日
町
市
の
良
さ
に
惹
か
れ
て
市
外

か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
話
で

す
。
こ
の
よ
う
な
元
気
な
話
題
を
お
伝
え

す
る
こ
と
も
市
報
の

大
切
な
役
目
と
思
い

ま
す
。

ぐる
り中里

(ふ)

▼
日
中
は
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
朝
晩
は
ま
だ
涼
し
い
で
す

ね
。
寝
る
と
き
の
格
好
に
気
を
使
わ
な
い

と
す
ぐ
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
皆
様
も
体
調
に

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
越
後
田
舎
体
験
の
取
材
で
八
千
代
中
学

校
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
の
急
な
わ
が
ま
ま

を
快
諾
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
助
け
ら

れ
っ
ぱ
な
し
の
取
材
で
し
た
。
余
裕
の
あ

る
行
動
計
画
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
痛

感
し
た
取
材
と
な
り

ま
し
た
。

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

84
　最近歩けるようになった颯太ちゃんは翔ち
ゃんのあとをうれしそうについていきます。
夏は大好きなお祭りに参加したり、ジジやバ
バと野菜を収穫したりするのが楽しみです。

　やんちゃな朱佳莉ちゃんはよく朱美玲（す
みれ）お姉ちゃんのまねっこをして遊んでい
ます。お風呂と水遊びが大好き。これからの
季節が楽しみです。

山田朱佳莉
ちゃん

やまだ　あかりちゃん
平成21年6月1日生まれ
干溝　　　 　　　（写真右）

桂編

〜悪徳商法に負けないために〜 ３

(古)

　●
十日町市役所
中里支所

至津南

至十日町
　　市街

117

桂

越後
田沢駅

上村病院
　　●

セブンイレブン
越後中里村
田沢店
　　●

　
桂
集
落
は
、
中
里
地
域
の
田
沢

本
村
地
内
の
国
道
１
１
７
号
線
を

少
し
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
善

光
寺
街
道
が
東
西
に
通
る
集
落
で

す
。

　
こ
の
集
落
に
住
む
元
気
で
明
る

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
若
い

頃
か
ら
い
っ
し
ょ
に
集
落
を
盛
り

上
げ
て
い
て
、
ム
ラ
の
宝
の
よ
う

な
存
在
で
す
。
盆
踊
り
や
民
謡
流

し
、
老
人
会
の
芸
能
大
会
で
は
ヨ

サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
を
発
表
す
る
な

ど
多
彩
で
活
発
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
例
年
中
里
地
域

で
開
催
し
て
い
る
「
な
か
さ
と
食

の
文
化
祭
」
で
は
「
田
休
み
ご
っ

つ
ぉ
」
や
「
お
花
見
御
膳
」
な
ど

の
料
理
を
出
品
し
、
チ
マ
キ
作
り

の
講
師
役
も
こ
な
し
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
呼
び
掛
け
で
始
ま

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
桂
い

き
い
き
サ
ロ
ン
泉
会
」
で
は
、
そ

ば
打
ち
や
お
花
見
な
ど
を
手
伝

い
、
冬
に
は
伝
統
行
事
を
継
承
さ

せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
と
ま
ゆ
玉
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
集
落
で
は
何
か
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
力
が
頼
り
で
す
。
後
輩

の
若
い
人
た
ち
も
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
パ
ワ
ー
」
を
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
刺
激
を
受
け
て
い
る
毎
日

で
す
。

　　　５日前に突然自宅を訪問してきた販売員に、

「おいしい味噌だよ」と勧められ、買うことにした

ら５キロ入りの樽だった。仕方なく代金１万円を支

払ったが、高額で大量なので解約したい。

　　　電話で「体で具合の悪いところはありません

か？」と聞かれ、正直に「膝の具合が悪い」と答え

たら、しつこく健康食品を勧められた。断ったのに

何度も勧誘の電話がかかってきて困っている。

　　　新聞広告で化粧品を注文した。商品到着後、

肌に合うか心配になった。返品したい。

　　　　例１は訪問販売です。契約書面受け取り

後、８日間はクーリング・オフ（無条件での契約解

除）ができます。しかし、書面がなく、販売者の名

前も連絡先も不明であれば、

クーリング・オフができませ

ん。必ず、契約書面を受け取

るようにしましょう。例２は

電話勧誘販売です。必要なけ

れば「必要ありません」と断

り、すぐに電話を切りましょう。また、断っている

消費者への再勧誘は法律で禁止されています。なお、

契約してしまっても契約書面受け取り後８日間はク

ーリング・オフできます。例３は通信販売です。ク

ーリング・オフ制度は適用しません。返品制度の記

載（返品特約）があれば、それが優先されます。返

品特約がなければ、８日間は返品可能です。注文す

る場合は、返品特約を必ず確認しましょう。

●問合せ

　十日町市消費生活相談窓口

　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　平日／午前９時〜午後４時

例１

例２

解 説 

越井　翔ちゃん・颯太ちゃん
こしい　かけるちゃん　（写真左）平成20年10月7日生まれ
そうたちゃん（写真右）平成23年4月3日生まれ　新座第３

毎
年
６
月
は「
食
育
月
間
」、毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

　「
食
育
月
間
」
は
、
食
育
推
進

運
動
を
重
点
的
に
、
よ
り
効
果
的

に
実
施
し
、
食
育
の
浸
透
を
図
る

た
め
の
月
間
で
す
。
　

　
今
回
は
、
食
事
の
あ
い
さ
つ
と

健
康
的
な
食
事
の
取
り
方
を
紹
介

し
ま
す
。

 

食
事
の
あ
い
さ
つ

「
い
た
だ
き
（
頂
き
）
ま
す
」

　
人
は
古
く
か
ら
自
然
の
恵
み
を

も
ら
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。「
い

た
だ
き
ま
す
」
と
は
、「
私
の
命

の
た
め
に
動
植
物
の
命
を
頂
き
ま

す
」
の
意
味
か
ら
で
、
自
然
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
言
葉
で

す
。

「
ご
ち
そ
う
（
ご
馳
走
）
さ
ま
」

　
ご
馳
走
の
「
馳
走
」
は
、本
来
、

「
走
り
回
る
こ
と
」「
奔
走
す
る

こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。
昔
は
客

人
を
迎
え
る
の
に
馬
を
走
ら
せ
、

食
材
を
集
め
た
こ
と
か
ら「
馳
走
」

が
用
い
ら
れ
、
そ
ん
な
命
が
け
の

働
き
に
客
人
が
「
有
難
う
」
と
心

か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た

も
の
で
す
。		



　
食
べ
物
を
大
切
に
思
う
心
を
呼

び
戻
し
、
本
来
の
豊
か
な
食
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。「
い
た
だ
き
ま

す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
は
自
然

の
恵
み
と
、
多
く
の
人
々
の
働
き

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
言
い

ま
し
ょ
う
。

 

健
康
的
な
食
事
の
取
り
方

〈
朝
食
は
必
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
〉

　
朝
食
は
体
温
を
上
げ
て
体
を
目

覚
め
さ
せ
、
脳
や
体
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
給
し
て
く
れ
る
大
切
な

役
目
を
し
ま
す
。

〈
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
〉

　
健
康
的
な
体
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
主
食
（
ご
は
ん
や
パ
ン
）・

主
菜
（
肉
や
魚
）・
副
菜
（
野
菜
）

を
そ
ろ
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
減
塩
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
〉

　
減
塩
を
す
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

・
新
鮮
で
旬
な
野
菜
を
使
う

・
酸
味
や
だ
し
を
効
か
せ
る

・
パ
セ
リ
や
し
そ
な
ど
の
芳
香
野

菜
を
う
ま
く
活
用
す
る

・
一
品
だ
け
塩
分
を
効
か
せ
た
お

か
ず
を
作
る

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
食

育
の
日
は
楽

し
み
な
が
ら

献

立

を

立

て
、
食
事
の

と
き
は
家
族

そ
ろ
っ
て
食

卓
を
囲
み
ま

し
ょ
う
。

例３
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大きく育てよう、交流の芽
５月23日㈬：重地集落

　新生フィナンシャル㈱グループ社員の企業ボ

ランティア約35人が、集落の皆さんの指導の

もと、側溝の泥上げなどの道普請を行いました。

昼食には手作りのおにぎりや山菜料理を食べな

がら交流を深めました。

中
　
里

　地域内を歩いて一周する、松之山中学校の恒

例行事。25㎞から42.195㎞までの４コースあ

り、いずれも標高700ｍの大厳寺高原を抜ける

難関コース。生徒は、互いに励まし合いながら

懸命に歩き、笑顔でゴールしました。

松
之
山
～自分への挑戦～　松中「がんばり遠足」

５月24日㈭：松之山地域

　大地の芸術祭を

盛 り 上 げ る た め

に、今年もこへび

隊がやってきまし

た。川西中学校の

冬季寄宿舎であっ

た 南 原 寮 を 拠 点

に、芸術祭に関わ

る活動をサポートします。この日は、期間中にお世話

になる川西地域のお母さんたちと交流しました。

こへび隊始動！
５月５日（こどもの日）：川西中学校旧南原寮

川
　
西

舞
踏
家
の
森
繁
哉
さ
ん
が
館
長
就
任

松　代

5
月
10
日
㈭
：
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

　
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料

館
館
長
に
就
任
し
た
森

繁
哉
さ
ん
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
森
さ
ん

は
、「
こ
こ
を
地
域
の

姿
を
集
約
し
た
総
合
的

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

十
日
町
長
は せ ぼ ん
谷川義史さん・大

た け ぼ ん
友剛さん、田島征三さんのペインティングと音楽ライブ

５月５日（こどもの日）：絵本と木の実の美術館

【25ページ「歴探！」くずし字村名クイズ答え】
…室島村

　
就
園
前
の
幼
児
を
対

象
に
中
央
公
民
館
が
開

催
し
て
い
る
「
な
か
よ

し
ラ
ン
ド
」。
こ
の
日

は
ま
ち
な
か
を
「
び
っ

く
り
さ
ん
ぽ
」
で
す
。

約
30
組
の
親
子
が
市
街

地
を
楽
し
く
散
策
し
ま

し
た
。
参
加
者
を
随
時

受
付
中
で
す
。

な
か
よ
し
ラ
ン
ド
「
び
っ
く
り
さ
ん
ぽ
」

十日町

５
月
22
日
㈫
：
智
泉
寺
観
音
ひ
ろ
ば

十
日
町
三ヶ村山菜祭り

5月13日㈰：旧飛渡第２小体育館

　「はせぼん＆たけぼん 絵本と音楽

とLiveペインティングの世界」が

行われました。大友さんのピアノや

ウクレレの伴奏に合わせ、長谷川さ

んの絵本の読み聞かせ、田島さんが

絵を描くという特別なイベントでし

た。満員のお客さんも笑顔と拍手で

応援し、作品完成の瞬間をいっしょ

に体験しました。（　 門脇洋子さん）

花
い
っ
ぱ
い
「
宮
本
公
園
」5

月
20
日
㈰
：
宮
本
公
園

十日町　
初
代
十
日
町
市
長
中

山
龍
次
胸
像
が
見
守
る

中
、
公
園
の
花
植
え
や

ベ
ン
チ
設
置
作
業
を
し

ま
し
た
。
ポ
ッ
ト
か
ら

花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
替
え
ら
れ
た
パ
ン

ジ
ー
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
色
鮮
や
か
な
花
の
苗

が
、
訪
れ
る
人
を
待
っ

て
い
ま
す
。（
　
関
口

鈴
子
さ
ん
）

　晴天の下行われた

「第５回三ヶ村山菜

祭り」。よもぎ・タ

ラの芽・山ウド・フ

キノトウ・こしあぶ

ら・サンショウの新

芽などの天ぷらやご

まあえ、酢の物など

たくさんのバイキン

グ料理で大にぎわい

でした。ごちそうさ

までした！ （　 南

雲信二さん）

松
　
代
優勝目指し日夜練習

5月20日㈰：消防署しぶみ分署駐車場

　消防団松代方面隊

本部分団は、８月５

日㈰に村上市で行わ

れる「県消防大会ポ

ンプ操法競技会」で

の優勝を目指し、手

を添える位置など細

かい点まで注意し練

習を行っています。
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■ 人　口  58,832人（－41）  男  28,727人（－15）  女  30,105人（－26）
■ 世帯数  20,091世帯（＋24） ５月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

84

馬
場
小
学
校

太田　温
あつ

美
み

さん（６年）
　遠近法を使って校舎を工夫してかきました。大変だったところはコスモスの花の色や葉の色です。自然に見えるように工夫してぬりました。

　
コ
ス
モ
ス
と
校
舎

山口　莉
り

良
ら

さん（１年）
　うれしい日にレインボー太陽が出てきます。わたしと友だちで魚つりに行ったときにレインボー太陽が出てきました。いろいろな色でぬりました。

　
わ
た
し
の

　
　
レ
イ
ン
ボ
ー
太
陽

飯塚　光
みつ

希
き

さん（２年）

　お母さんとおばあちゃんと、お姉

ちゃん、私でうさぎの世話をしてい

ます。ふわふわのわたを大きなうさ

ぎにはるのをがんばりました。

　
ふ
わ
り
ん
う
さ
ぎ
と

　
　
　
　
わ
た
し
の
家
ぞ
く

富井　亜
あ

斗
と

夢
む

さん（３年）

　カニとウォータースライダーで遊
ぶところを想像してかきました。重
なりをかくのがむずかしかったです。
カニのハサミを大きくかきました。

カ
ニ
と

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

　

初
め
て
や
っ
た
稲
刈
り
の
絵
を

か
き
ま
し
た
。
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
色
を
変
え
て
工
夫
し
ま

し
た
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
う
ま
く
か
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。がんばった稲刈り

富
井
　
清せ
い

磨ま

さ
ん
（
４
年
）

■ 人　口  58,832人（－41）  男  28,727人（－15）  女  30,105人（－26）市民の動き

　

理
科
の
実
験
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
版
画
に
し
ま
し
た
。
一
番
が

ん
ば
っ
た
と
こ
ろ
は
白
く
す
る
と

こ
ろ
を
ち
ょ
う
刻
刀
で
た
く
さ
ん

ほ
っ
た
こ
と
で
す
。

ドキドキする実験

丸
山
　
和わ

健た
る

さ
ん
（
５
年
）
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